




 

この研究班では,未熟児として生れた子どもの成長・発達の評価基準,罹患しやすい疾患の

予防や早期治療の方法,親子関係や精神衛生的事項などの検討を行って来たが,それらの成

果をふまえ,合せて各研究協力者の意見を参酌して未熟出身児の長期養護のための指針を

提案したので報告する。 

 今年度は,各研究協力者により,ハイリスク新生児の outcome score,脳障害の発生にかか

わる低体重出生と双胎の役割りに関する研究,多胎児とくに双生児への養育態度をめぐっ

て,被虐待多胎児の事例研究,expremature child の身体発育について,エクスプリマチュ

ア・チャイルドの精神発達,未熟出生児をもつ母親の調査,乳児期の言語発達尺度化の試み

等について研究が行われたのでその概要を報告する。 


